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６月定例会

中
原
緑
地
保
全
に
質
問
集
中

　
柏
駅
前
の
今
後
の
あ
り
方
を
問
う

防災救助訓練（手賀川）
撮 影 者：高村和恵さん
撮影時期：平成 27年６月

B 主な内容 B

B お知らせ B

◆
招
　
集
　
日
　
　（
６
月
３
日
）

　
市
長
か
ら
市
政
報
告
の
後
、
副

市
長
か
ら
15
議
案
に
つ
い
て
提
案

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　◆
質
疑
並
び
に
一
般
質
問

　
　（
６
月
９
・
10
日
・
13
〜
16
日
）

　
23
人
が
登
壇
し
、
議
案
及
び
市

政
各
般
に
関
す
る
質
疑
並
び
に
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
（
２
〜
５

面
に
質
問
内
容
を
掲
載
）。

◆
委
　
員
　
会

　
　
　
　
　　
　（
６
月
17
・
20
日
）

　
17
日
に
総
務
委
員
会
、
20
日
に

教
育
民
生
委
員
会
、
建
設
経
済
委

員
会
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、
議
案

や
請
願
を
審
査
し
ま
し
た
（
６
面

に
議
案
の
審
査
内
容
を
掲
載
）。

◆
採
　
決
　
日
　
　（
６
月
22
日
） 

　
各
委
員
長
か
ら
審
査
の
経
過
と

結
果
の
報
告
が
あ
っ
た
後
、
討
論

を
経
て
、
採
決
の
結
果
、
議
案
は

全
て
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決

し
ま
し
た
。
ま
た
、
追
加
上
程
さ

れ
た
人
事
議
案
１
議
案
に
つ
い
て

も
採
決
し
、
同
意
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
議
員
提
出
議
案
（
意
見
書
）

２
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
（
６
面

に
意
見
書
を
、
８
面
に
議
案
・
請

願
の
審
議
結
果
を
掲
載
）。

定

例

会

の

流

れ

定

例

会

の

流

れ

会派別議員数

柏清風	 11人

公明党	 7人

日本共産党	 5人

柏愛倶楽部	 4人

市民サイド･ネット	 3人

護憲市民会議	 2人

無所属	 4人

定数36名		現員36名

平成28年７月11日現在

7 柏市特定児童福祉施設設備運営基準条例の一部を改正する条例の制定について
　	　児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の改正に伴い、保育士の配置に
係る特例を定めること等を行うもの

7 柏市介護支援サービス手数料条例の一部を改正する条例の制定について
　	　緊急通報システム事業に係る市町村民税の課税世帯の手数料の額を改め
るもの

7 柏市旅館業法施行条例の一部を改正する条例の制定について
　	　旅館業法施行令の改正に伴い、簡易宿所営業の施設の客室の床面積に係
る構造設備基準の特例を定めるもの

7 財産の取得について ( 災害対応特殊救急自動車 )
　	　救急車両の整備を図るため、災害対応特殊救急自動車を28,296千円で取
得するもの

7 平成２８年度柏市一般会計補正予算について
　	　２８年度柏市一般会計予算の総額を約１億9,795万円増額し、約1,247億6,795
万円とするほか、継続費の追加及び変更に係る補正を行うもの

可 決 さ れ た 主 な 議 案 の 概 要可 決 さ れ た 主 な 議 案 の 概 要
　
平
成
28
年
第
２
回
定
例
会
で
は
、
柏
市
特
定
児
童

福
祉
施
設
設
備
運
営
基
準
条
例
の
一
部
改
正
、
災
害

対
応
特
殊
救
急
自
動
車
の
取
得
、
平
成
28
年
度
柏
市

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
慎
重
な
審
議
の
結
果
、
追
加
上
程

さ
れ
た
1
議
案
及
び
議
員
提
出
議
案
２
議
案
を
含
め

18
議
案
を
承
認
・
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、

招
集
日
散
会
後
に
は
、
各
委
員
会
の
行
政
視
察
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
（
７
面
に
概
要
掲
載
）。

質疑並びに一般質問………………… 	2〜5面

委員会審査・議員提出議案………………	6面

委員会視察報告……………………………	7面

議案・請願議決結果………………………	8面

・第2回定例会の詳細をごらんになる方法	………… 3	面
・請願・陳情の方法…………………………………… 6	面
・国に提出した意見書………………………………… 6	面
・9月定例会の日程(予定)	…………………………… 8	面
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助

川

忠

弘

●
地
域
Ｆ
Ｍ
の
整
備

5
　
災
害
時
に
は
情
報
を
正
確
に
伝

え
る
た
め
、
ま
た
平
時
に
は
地
域
情

報
発
信
の
た
め
に
地
域
Ｆ
Ｍ
を
整
備

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

6
　
災
害
時
の
地
域
Ｆ
Ｍ
に
よ
る
情

報
提
供
は
非
常
に
有
効
な
情
報
伝
達

手
段
と
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、
地
域

の
活
性
化
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

研
究
し
て
い
き
た
い
。

●
中
原
ふ
れ
あ
い
防
災
公
園

5
　
中
原
ふ
れ
あ
い
防
災
公
園

近
接
緑
地
取
得
の
手
法
と
し
て

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
な
ど
民
間

企
業
と
連
携
し
て
取
得
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

6
　
今
後
も
皆
様
の
声
を
事
業

者
に
伝
え
、
協
議
す
る
。
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
手
法
な
ど
可

能
な
対
応
策
を
積
極
的
に
検
討

し
た
い
。

●
地
域
情
報
発
信
ア
プ
リ
の
開

発5
　
市
民
が
手
軽
に
市
内
イ
ベ
ン
ト

情
報
を
入
手
で
き
る
情
報
ア
プ
リ
を

開
発
し
て
は
ど
う
か
。

6
　
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
イ
ベ
ン
ト

情
報
を
一
覧
で
き
れ
ば
、
市
民
の
利

便
性
も
向
上
す
る
の
で
、
わ
か
り
や

す
い
情
報
発
信
に
努
め
た
い
。

●
給
食
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

5
　
ア
レ
ル
ギ
ー
研
修
や
知
識
の
乏

し
い
教
員
へ
の
指
導
を
行
い
、
事
故

を
防
ぐ
対
応
を
強
化
す
べ
き
で
は
。

6
　
事
前
調
査
を
実
施
し
、
保
護
者

と
学
校
で
情
報
共
有
し
て
い
る
。
新

任
教
員
へ
の
研
修
の
実
施
や
実
例
を

通
し
て
事
故
を
防
い
で
い
く
。

●
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置

5
　
小
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置

す
べ
き
で
は
。

6
　
空
調
設
備
導
入
の
調
査
委
託
を

募
集
し
て
い
る
。
今
後
、
導
入
方
法

の
検
討
や
準
備
を
し
て
い
き
た
い
。

●
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
補
修

5
　
塗
装
の
剥
離
で
け
が
を
す
る
児

童
も
い
る
の
で
、
早
目
の
補
修
を
す

べ
き
で
は
。

6
　
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
改
善
に

努
め
て
い
く
。

●
パ
レ
ッ
ト
柏
の
入
口

5
　
パ
レ
ッ
ト
柏
の
入
口
を
も
っ
と

わ
か
り
や
す
く
す
べ
き
で
は
。

6
　
案
内
表
示
の
不
備
は
来
館
者
か

ら
も
指
摘
さ
れ
た
。
今
後
、
関
係
者

６日間にわたり、次の 23人の議員が質問しました。

ここでは、その一部をお知らせします。

この記事は各議員が作成しています。

柏
清
風

無
所
属

（２）

と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

●
手
賀
沼
の
活
用

5
　
手
賀
沼
で
ウ
ェ
ー
ク
ボ
ー
ド
や

カ
ヌ
ー
等
の
水
上
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の

整
備
を
す
べ
き
で
は
。

6
　
シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
や
地
域
観

光
の
施
策
と
し
て
手
賀
沼
の
環
境
整

備
を
進
め
る
中
で
水
上
ス
ポ
ー
ツ
の

推
進
に
努
め
て
い
く
。

●
新
市
道
路
計
画
と
道
路
整
備

5
　
戸
張
ふ
る
さ
と
会
館
前
の
道
路

に
つ
い
て
、
多
く
の
児
童
生
徒
の
通

学
路
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
へ
の
説

明
を
し
っ
か
り
行
っ
て
ほ
し
い
が
。

6
　
地
元
の
方
々
の
話
を
よ
く
聞
い

た
上
で
、
い
い
形
の
道
路
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
。

円

谷

憲

人

●
公
園
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

5
　
子
供
だ
け
で
遊
び
に
行
く
よ
う

な
公
園
に
こ
そ
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
の
声
が

あ
る
が
、
市
の
考
え
は
。

6
　
公
園
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

に
関
し
て
は
犯
罪
の
抑
止
、
犯
罪
不

安
の
軽
減
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き

る
が
、
設
置
対
象
と
す
る
公
園
の
選

定
基
準
、
設
置
や
維
持
に
要
す
る
経

費
等
を
十
分
に
検
討
す
る
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

5
　
カ
メ
ラ
の
設
置
も
重
要
だ
が
、

木
々
の
剪
定
な
ど
を
き
ち
ん
と
行

い
、
外
か
ら
の
死
角
を
な
く
す
よ
う

な
公
園
管
理
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

6
　
目
線
よ
り
下
の
、
視
界
を
妨
げ

る
よ
う
な
枝
は
防
犯
上
も
切
っ
た
ほ

う
が
い
い
と
思
う
の
で
、
実
行
し
て

い
き
た
い
。

●
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ（
※
）
監
視
ア
プ
リ
に
つ

い
て

5
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
向
き
合

い
方
に
関
す
る
意
見
は
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
監
視
ア
プ
リ
の
無

償
提
供
事
業
の
実
証
実
験
を
行
っ
て

い
る
が
、
具
体
的
な
運
用
方
法
は
。

6
　
本
サ
ー
ビ
ス
に
登
録
す
る
と
、

保
護
者
は
危
険
な
や
り
と
り
の
可
能

性
を
示
す
問
題
と
な
る
単
語
や
相
手

方
、
日
時
な
ど
の
警
告
を
通
知
と
し

て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

5
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
も
含
め
、
ど
ん
ど
ん

新
し
い
ツ
ー
ル
が
ふ
え
て
い
て
、
指

導
す
る
側
も
そ
れ
に
つ
い
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
点
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

6
　
例
え
ば
ス
マ
ホ
が
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
も
含
め
、
大

人
が
つ
い
て
い
け
な
い
で
は
済
ま
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
、
で
き
る

だ
け
学
校
の
教
職
員
、
保
護
者
が
関

心
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

●
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置

5
　
小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

の
た
め
に
空
調
設
備
調
査
委
託
は
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
行
う
と
の
こ
と
だ

が
、
そ
の
効
果
は
。

6
　
公
募
型
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
行

う
理
由
は
、
重
要
な
課
題
に
対
す
る

技
術
力
、
経
験
及
び
委
託
に
臨
む
体

制
を
含
め
、
す
ぐ
れ
た
民
間
事
業
者

を
求
め
た
た
め
で
あ
る
。

●
振
り
込
め
詐
欺
防
止
機
能
つ
き
電

話
機
購
入
補
助
に
つ
い
て

5
　
高
齢
者
が
振
り
込
め
詐
欺
や
迷

惑
電
話
の
防
止
機
能
が
つ
い
た
電
話

機
を
購
入
す
る
際
に
補
助
金
が
出
る

制
度
が
あ
る
が
、
予
算
増
額
を
含
め

た
今
後
の
方
針
は
。

6
　
既
に
50
件
以
上
の
申
請
が
あ

り
、
予
想
を
上
回
る
申
し
込
み
が
あ

る
。
補
正
に
よ
る
予
算
の
増
額
を
含

め
て
検
討
し
て
い
く
。

阿

比

留

義

顯

●
住
宅
の
耐
震
対
策

5
　
昭
和
56
年
の
建
築
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
市
内
戸
建
て
住
宅
２
万

４
０
０
０
棟
の
耐
震
対
策
は
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
る
の
か
。

6
　
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
及
び

耐
震
改
修
費
の
一
部
助
成
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
千
葉
県
建
築
士
事
務
所

協
会
の
協
力
を
得
て
、
無
料
の
木
造

住
宅
簡
易
耐
震
診
断
相
談
会
を
年
３

回
実
施
し
て
い
る
。

●
交
通
政
策

5
　
高
柳
駅
東
口
は
乗
用
車
が
回
転

す
る
ス
ペ
ー
ス
も
な
い
が
駅
前
広
場

の
整
備
や
県
道
と
の
連
接
計
画
は
。

6
　
間
も
な
く
東
武
線
の
複
線
化
、

高
柳
駅
の
橋
上
駅
舎
化
な
ど
も
具
体

化
さ
れ
る
た
め
、
今
後
高
柳
駅
東
口

の
整
備
に
つ
い
て
も
関
係
者
と
事
業

化
に
向
け
て
検
討
す
る
。

●
予
約
型
相
乗
り
タ
ク
シ
ー

5
　
利
用
目
標
値
（
20
人
／
日
）
未

達
成
の
原
因
と
そ
の
対
応
は
。

6
　
本
年
４
月
か
ら
利
用
環
境
向
上

の
た
め
、
予
約
受
付
時
間
を
利
用
時

間
の
１
時
間
前
ま
で
に
短
縮
し
た
。

７
月
に
旧
沼
南
地
域
を
対
象
と
し
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
全
戸
回
覧
を
実
施

し
、
一
層
の
利
用
促
進
を
図
る
。

●
柏
市
公
設
卸
売
市
場
活
性
化

5
　
松
戸
市
北
部
市
場
か
ら
の
業
者

移
転
に
よ
る
影
響
と
、
こ
れ
を
契
機

と
し
た
市
場
の
活
性
化
策
は
。

6
　
充
電
設
備
や
駐
車
場
な
ど
が
必

要
と
思
わ
れ
る
た
め
、
近
く
具
体
的

な
検
討
に
入
る
。
こ
の
た
び
の
松
戸

北
部
市
場
か
ら
の
参
入
を
柏
市
場
再

生
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
活
性
化
対

策
に
取
り
組
み
た
い
。

●
市
が
加
入
す
る
保
険

5
　
過
去
５
年
間
に
市
が
支
払
っ
た

保
険
料
と
受
け
取
っ
た
保
険
金
の
差

は
２
億
円
と
な
る
が
行
財
政
改
革
の

面
か
ら
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

6
　
リ
ス
ク
平
準
化
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
を
考
慮
し
て
適
切
に
対
応
し
て
き

た
が
、
今
後
は
財
政
負
担
軽
減
も
踏

ま
え
、
過
去
の
実
績
や
他
の
自
治
体

の
取
り
組
み
を
参
考
に
効
果
的
な
保

険
の
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

●
平
和
啓
発
事
業

5
　
近
年
の
平
和
啓
発
事
業
は
、
そ

の
内
容
が
戦
争
の
悲
惨
さ
を
訴
え
る

も
の
、
そ
の
対
象
が
子
供
た
ち
に
偏

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
近
年

の
事
業
の
狙
い
、
内
容
及
び
方
向
性

は
い
か
が
か
。

6
　
平
和
は
、
市
民
、
企
業
、
国
、

そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
持

ち
、
平
和
な
世
界
を
保
つ
た
め
の
努

力
が
必
要
で
あ
る
。
国
に
お
い
て
は

み
ず
か
ら
を
み
ず
か
ら
の
力
で
守
る

と
い
う
前
提
に
立
ち
、
世
界
各
国
は

軍
備
を
保
有
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
平
和
を
多
面
的
に
捉
え
る
と
い

う
意
味
で
、
平
和
啓
発
事
業
を
今
後

拡
大
し
て
い
き
た
い
。

高

松

健

太

郎

●
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て

5
　
３
月
議
会
に
も
質
問
し
た
が
、

現
状
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

6
　
現
在
、
導
入
に
向
け
た
委
託
の

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
募
集
を
行
っ
て
い

る
。
で
き
る
限
り
早
期
に
実
現
で
き

る
よ
う
努
め
る
。

●
小
児
医
療
に
つ
い
て

5
　
市
の
小
児
医
療
の
現
状
と
今
後

の
対
応
は
ど
う
か
。

6
　
小
児
科
医
が
待
機
す
る
病
院
に

つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
す

る
な
ど
の
体
制
を
整
え
て
い
る
。
今

後
メ
ー
ル
配
信
や
子
育
て
支
援
事
業

で
情
報
提
供
を
行
う
。
一
方
で
夜
間

と
休
日
昼
間
に
待
機
し
て
い
る
小
児

科
医
は
年
間
の
約
40
％
、
日
数
で
は

１
４
４
日
で
毎
日
待
機
で
き
て
い
な

い
。
当
番
医
に
行
っ
た
け
れ
ど
小
児

科
医
が
い
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
た

め
、
受
診
に
迷
う
と
き
の
相
談
先
や

判
断
の
目
安
の
啓
発
に
今
後
積
極
的

に
取
り
組
む
。

予約型相乗りタクシー「カシワニクル」

パレット柏へ続くエスカレーター

　本会議の生中継はパソコンでの視聴のほか、動画
共有サービスUstream（ユーストリーム）を利用し、
スマートフォンやタブレット端末でごらんいただけ
ます。ぜひご活用ください。
（チャンネル名：柏市議会本会議中継）

９月定例会の日程(予定)は8面をごらんください。

　本会議や委員会開催などの情報を発信しています。

●Ｔｗｉｔｔｅｒ● 

やっています。●

　柏市議会
　ツイッター
　　にアクセス

質疑並びに一般質問質疑並びに一般質問質疑並びに一般質問

議会中継は スマホ でも

柏市議会報212_kato.indd   2 2016/07/11   16:40



かしわ市議会だより 第212号平成28年８月１日

小

泉

文

子

●
防
災
に
つ
い
て

5
　
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
要

援
護
者
の
把
握
、
受
け
入
れ
の
取
り

組
み
は
ど
う
す
る
の
か
。

6
　
２
次
福
祉
避
難
所
と
し
て
市
内

の
高
齢
者
・
障
が
い
者
施
設
、
ホ
テ

ル
・
旅
館
等
の
宿
泊
施
設
と
協
定
を

締
結
し
、
要
援
護
者
避
難
先
と
し
て

確
保
し
て
い
る
。

5
　
庁
舎
や
公
共
施
設
の
耐
震
対
策

の
認
識
と
対
応
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

6
　
市
全
体
の
対
象
建
築
物
の
耐
震

化
率
は
96
・
65
％
で
、
小
中
高
等
学

校
は
全
て
耐
震
化
し
て
い
る
。
本
庁

舎
は
今
年
度
か
ら
３
カ
年
で
耐
震
工

事
を
実
施
す
る
。

5
　
自
分
の
地
域
は
自
分
で
守
ろ
う

と
い
う
「
近
助
」
を
想
定
し
た
訓
練

の
取
り
組
み
は
ど
う
す
る
の
か
。

6
　
今
年
度
は
自
助
、
共
助
、
公
助

の
連
携
を
テ
ー
マ
に
地
域
と
地
区
災

害
対
策
本
部
が
連
携
し
、
実
践
に
即

し
た
大
が
か
り
な
訓
練
を
実
施
す
る
。

●
保
健
福
祉
行
政
に
つ
い
て

5
　
脳
脊
髄
液
減
少
症
（
※
１
）
の
周

知
、ま
た
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
（
※

２
）
の
啓
発
と
学
校
現
場
へ
の
周
知

を
ど
う
す
る
の
か
。

6
　
相
談
へ
の
対
応
、
保
健
所
内
で

の
情
報
共
有
に
努
め
る
。
ま
た
研
修

会
を
通
じ
各
学
校
の
養
護
教
諭
や
教

職
員
に
周
知
、
啓
発
を
行
い
、
ブ
ラ

ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
の
保
険
適
用
も
各

学
校
に
情
報
提
供
し
て
い
く
。

5
　
性
同
一
性
障
害
に
つ
い
て
教
職

員
の
研
修
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

6
　
昨
年
度
は
管
理
職
、
今
年
度
は

人
権
教
育
担
当
者
に
行
っ
た
。
学
校

保
健
会
総
会
で
も
研
修
を
行
っ
て
お

り
、
７
月
に
は
各
学
校
の
人
権
担
当

者
を
対
象
に
研
修
を
計
画
し
て
い
る
。

●
教
育
行
政
に
つ
い
て

5
　
Ｃ
Ａ
Ｐ
（
※
３
）
を
教
職
員
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
行
う
べ
き
で
は
。

6
　
教
職
員
の
研
修
と
し
て
の
位
置

づ
け
を
今
後
検
討
し
て
い
く
。

5
　
介
護
職
を
知
る
福
祉
教
育
を
小

中
学
校
で
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

6
　
他
市
の
好
事
例
を
学
校
に
紹
介

し
、
新
た
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
く
。

●
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

5
　
妊
娠
か
ら
出
産
、
産
後
ま
で
切

れ
目
の
な
い
相
談
支
援
の
日
本
版
ネ

ウ
ボ
ラ
を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

6
　
子
育
て
支
援
部
門
と
母
子
保
健

部
門
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
窓
口
を
一
体

化
さ
せ
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行

う
た
め
保
健
所
と
協
議
し
て
い
る
。

中

島

　

俊

●
東
口
駅
前
百
貨
店
閉
店
に
つ
い
て

5
　
９
月
末
で
閉
店
す
る
柏
駅
東
口

の
駅
前
百
貨
店
だ
が
、
市
と
し
て
の

対
応
は
。

6
　
柏
駅
東
口
の
駅
前
百
貨
店
と
連

絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
市
と
し
て
で

き
る
こ
と
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
努
力
を
し
た
い
。

5
　
市
役
所
を
東
口
駅
前
百
貨
店
に

移
す
の
は
ど
う
か
。
現
在
分
散
し
て

い
る
行
政
機
能
を
移
転
し
集
約
す
る

考
え
方
は
。
そ
し
て
、
役
所
時
間
で

は
な
く
早
朝
か
ら
開
庁
し
、
夜
は
８

時
ま
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
。
特

に
求
め
た
い
こ
と
と
し
て
、
土
日
も

開
庁
す
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

6
　
駅
前
の
一
等
地
に
市
役
所
機
能

が
あ
る
市
は
利
便
性
の
面
で
は
高
い

と
考
え
る
。
た
だ
し
、
利
便
性
の
高

い
と
こ
ろ
は
不
動
産
コ
ス
ト
も
高
い

た
め
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
見
き

わ
め
る
か
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
市

民
が
よ
く
利
用
す
る
部
署
も
あ
れ

ば
、
そ
う
で
は
な
い
部
署
も
あ
る
。

一
部
の
機
能
で
も
市
民
の
利
便
性
が

上
が
る
の
で
あ
れ
ば
先
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
、
今
後
検
討
し
て
み
た
い
。

●
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
東
京
駅
延

伸
に
つ
い
て

5
　
こ
の
延
伸
計
画
と
羽
田
空
港
、

成
田
空
港
を
結
ぶ
都
心
直
結
線
と
の

関
連
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
の
つ
な
が

り
に
お
け
る
本
市
の
取
り
組
み
は
。

6
　
国
土
交
通
省
所
管
の
運
輸
政
策

審
議
会
の
答
申
で
整
備
区
画
と
位
置

づ
け
ら
れ
た
。
今
後
は
国
際
競
争
力

強
化
に
向
け
て
の
８
つ
の
事
業
の
１

つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
今
回

新
た
に
東
京
駅
か
ら
銀
座
を
経
て
臨

海
部
に
至
る
臨
海
地
下
鉄
構
想
と
の

一
体
整
備
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
の
関
連

に
つ
い
て
は
、
東
京
圏
の
都
市
鉄
道

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
す

る
こ
と
か
ら
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終

わ
っ
た
後
の
土
地
利
用
等
を
見
据
え

取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

●
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
保
育
の

担
い
手
確
保
に
つ
い
て

5
　
全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る

保
育
士
の
人
員
配
置
要
件
の
緩
和
は
。

6
　
利
用
児
童
が
少
数
の
朝
夕
の
時

間
帯
の
配
置
要
件
の
緩
和
を
行
い
、

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
者
以
外
の

者
を
保
育
士
と
し
て
み
な
す
こ
と
を

可
能
と
す
る
。
本
市
と
し
て
は
、
国

が
示
し
て
い
る
子
育
て
支
援
員
研
修

の
地
域
型
保
育
コ
ー
ス
を
修
了
し
た

者
を
充
て
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

田

中

　

晋

●
防
災
対
策
に
つ
い
て

5
　
過
去
の
災
害
か
ら
の
教
訓
を
生

か
し
て
い
く
の
が
大
変
重
要
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
事
後
対
処
か
ら
事

前
防
災
を
真
剣
に
考
え
、
首
都
直
下

型
地
震
へ
の
備
え
の
仕
組
み
を
確
立

し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

6
　
地
域
防
災
計
画
に
お
け
る
予
防

計
画
の
中
で
想
定
さ
れ
る
災
害
に
対

し
て
あ
ら
か
じ
め
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
か
ら
の
対
策
を
講
じ
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
地
域
住
民
や
防
災
関
係

機
関
と
連
携
・
協
力
し
て
い
く
。

5
　
本
市
の
帰
宅
困
難
者
対
策
は
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

6
　
鉄
道
事
業
者
や
宿
泊
施
設
等
の

事
業
者
と
柏
駅
周
辺
帰
宅
困
難
者
対

策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立
し
た
。
ま

た
一
斉
帰
宅
抑
制
を
啓
発
す
る
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
や
帰
宅
困
難
者
支
援
マ
ッ

プ
を
作
成
し
、
帰
宅
困
難
者
の
発
生

抑
制
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

●
食
品
ロ
ス
に
つ
い
て

5
　
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
見
受
け
ら

れ
る
食
品
ロ
ス
（
※
４
）
だ
が
、
本
市

で
も
学
校
や
幼
稚
園
、
保
育
所
で
教

育
施
設
に
お
け
る
学
校
給
食
や
食
育
、

環
境
教
育
を
通
じ
て
食
品
ロ
ス
の
削

減
を
啓
発
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

6
　
成
長
過
程
に
お
け
る
食
育
を
通

じ
生
産
者
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
育

む
と
と
も
に
、
環
境
教
育
で
は
３
Ｒ

の
観
点
か
ら
給
食
を
残
さ
ず
食
べ
る

こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
る
。

5
　
市
民
・
事
業
者
が
一
体
と
な
り

削
減
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

6
　
ご
み
減
量
広
報
紙
を
通
じ
エ
コ

ク
ッ
キ
ン
グ
の
紹
介
や
市
内
か
ら
集

め
た
余
剰
食
品
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク

（
※
４
）
へ
寄
附
す
る
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後
も
先
進
事
例
を
踏

ま
え
施
策
の
研
究
を
行
う
。

●
自
転
車
走
行
に
つ
い
て

5
　
自
転
車
と
歩
行
者
が
接
触
す
る

事
故
が
ふ
え
て
い
る
。
本
市
で
も
自

転
車
総
合
計
画
を
策
定
し
、
自
転
車

走
行
の
環
境
整
備
に
取
り
か
か
っ
て

い
る
が
現
状
は
ど
う
か
。

6
　
国
・
県
・
市
道
管
理
者
及
び
警

察
署
等
で
構
成
さ
れ
る
連
絡
調
整
会

議
を
開
催
し
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

5
　
自
転
車
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ネ
ッ
ト
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
市
内

の
み
な
ら
ず
周
辺
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
め
ぐ
れ
る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

6
　
手
賀
沼
周
遊
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ

ー
ド
を
含
む
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
に
向
け
、
近
隣
市
や
県
と
連

携
を
深
め
て
い
く
。

上

橋

　

泉

●
市
立
病
院
建
て
か
え
に
つ
い
て

5
　
市
長
は
市
立
病
院
建
て
か
え
は

急
務
で
あ
る
と
言
い
な
が
ら
、
市
立

病
院
整
備
基
本
方
針
策
定
の
段
階
で

検
討
済
み
の
内
容
を
再
度
審
議
会
の

分
科
会
に
か
け
る
。
当
初
こ
の
再
検

討
の
た
め
に
２
カ
年
も
か
け
る
と
言

っ
て
お
ら
れ
た
。
市
長
の
発
言
に
矛

盾
は
な
い
か
。
市
長
は
地
域
医
療
を

め
ぐ
る
環
境
が
変
わ
っ
た
と
答
弁
さ

れ
た
が
、
県
の
地
域
医
療
構
想
が
急

性
期
の
病
床
を
減
ら
し
、
回
復
期
・

慢
性
期
の
病
床
を
ふ
や
す
と
い
う
よ

う
な
内
容
に
な
る
と
何
年
も
前
か
ら

言
わ
れ
て
い
た
。
医
療
環
境
は
変
わ

っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

6
　
市
立
病
院
の
建
て
か
え
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

各
公
立
病
院
は
地
域
医
療
構
想
を
踏

ま
え
て
み
ず
か
ら
の
病
院
の
役
割
を

定
め
る
こ
と
に
な
り
、
い
ま
一
度
、

中
期
構
想
に
さ
か
の
ぼ
り
、
白
紙
か

ら
再
検
討
す
べ
き
と
考
え
た
。

内

田

博

紀

●
医
療
と
健
康
に
つ
い
て

5
　
学
校
健
診
の
う
ち
、
小
学
校
４

年
生
で
も
心
電
図
検
診
を
実
施
し
て

ほ
し
い
が
ど
う
か
。

6
　
心
臓
検
診
に
つ
い
て
は
、
現
在

学
校
保
健
安
全
法
に
基
づ
き
、
小
学

校
１
年
生
、
中
学
校
１
年
生
、
市
立

高
等
学
校
１
年
生
を
対
象
に
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
心
臓
検
診

は
、
学
校
健
診
の
中
で
最
も
重
要
な

検
診
で
あ
り
、
日
本
学
校
保
健
会
発

行
の
心
臓
検
診
の
手
引
き
に
は
、
小

学
校
６
年
間
の
う
ち
に
も
う
一
回
、

全
員
に
心
電
図
検
査
を
含
む
心
臓
検

診
を
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
御
提

案
の
あ
っ
た
小
学
校
４
年
生
を
対
象

と
す
る
心
臓
検
診
に
つ
い
て
は
現
状

で
は
実
施
に
至
っ
て
い
な
い
が
、
今

後
検
査
に
向
け
た
条
件
整
備
や
医
学

的
見
地
な
ど
を
含

め
た
検
討
を
行
っ

て
い
く
。

公
明
党

無
所
属

無
所
属

（３）

※１　脳脊髄液減少症＝脳脊髄液が脳脊髄液腔から漏出することで減少し、頭痛やめまい、耳鳴り、倦怠などさまざまな症状を呈する疾患。
※２　ブラットパッチ療法＝硬膜外自家血注入療法のこと。髄液が漏出している付近に針を挿入（硬膜外穿刺）し、その針から硬膜外腔に自身の血液を注入し、そこから硬膜外腔に広く血液が広がることで徐々に血液が固まり、硬膜の穴を塞いでいく方法。
※３　ＣＡＰ＝Child	Assault	Prevention（子どもへの暴力防止）の略で、子どもたちがいじめ、誘拐、性暴力等のさまざまな暴力から自分の心と身体を守るための教育プログラム。
※４　食品ロス、フードバンク＝まだ食べられるのに、さまざまな理由で処分されてしまう食品（食品ロス）を集め、福祉の面で必要な方に提供する活動団体（フードバンク）。

第 2 回 定例会の詳細を
ごらんになる方法

質疑並びに一般質問の詳しい内容は、
以下の方法でごらんください。

寄附により集まった食材

耐震工事を予定している市役所本庁舎

市議会ＨＰ→本会議中継「平成28年分」→

平成28年第2回定例会録画中継
録 画 中 継

会 　 議 　 録

クリック

本会議や委員会の内容を記録した会議録は、ホー
ムページで見ることができます。また、本会議会
議録については図書館本館・分館でも閲覧いただ
けます（第2回定例会会議録は
9月上旬公開予定）。

市議会ＨＰ→会議録「平成28年 
第2回定例会  会議録(暫定版)」会議録暫定版

※会議録ができるまで暫定的に公開する校正中の会議録原稿です。
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※ １　こども食堂＝近年増加している孤食や貧食の子供を支援するために、ＮＰＯ等が主体となって運営している食堂。
※ ２　バスベイ＝スムーズな車の流れや、乗客の安全性を確保するために設置するバス専用の停車スペース。

5
　
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
保
育
士
の

資
格
を
有
さ
な
い
者
を
配
置
で
き
る

と
い
う
規
制
緩
和
は
や
め
る
べ
き
。

6
　
恒
久
的
な
も
の
で
は
な
い
。
保

育
士
に
よ
る
保
育
が
原
則
と
い
う
考

え
に
変
わ
り
は
な
い
。

5
　
臨
時
保
育
士
の
時
給
が
１
０
０

円
上
が
っ
た
が
、
増
額
す
べ
き
。

6
　
近
隣
市
の
動
向
も
注
視
し
、
適

正
な
水
準
に
な
る
よ
う
努
め
る
。

武

藤

美

津

江

●
中
原
ふ
れ
あ
い
防
災
公
園
の
隣
接

林
の
保
全
を
求
め
る

5
　
本
市
に
よ
る
取
得
は
、
公
共
性

と
い
う
点
か
ら
も
、
市
民
の
福
祉
の

増
進
と
い
う
点
か
ら
も
全
市
民
的
理

解
が
十
分
得
ら
れ
る
。
こ
の
公
園
隣

接
林
は
、
ほ
か
に
か
え
が
た
い
も
の

で
あ
り
、
取
得
で
き
な
け
れ
ば
、
貴

重
な
緑
も
景
観
も
失
わ
れ
、
柏
市
民

に
と
っ
て
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
損

失
に
な
る
。
公
園
隣
接
林
保
全
の
た

め
、
市
長
の
英
断
を
求
め
る
。

6
　
さ
ま
ざ
ま
な
議
員
か
ら
提
案
を

い
た
だ
い
た
。
ど
う
い
う
形
で
今
後

業
者
と
交
渉
可
能
か
詰
め
て
い
く
。

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
安
定

的
運
営
を
求
め
る

5
　
今
年
度
、
光
ケ
丘
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
突
然
閉
鎖
を
し
た
。

利
用
者
に
ど
れ
ほ
ど
不
安
と
混
乱
を

与
え
た
か
。
直
営
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
必
要
で
あ
る
。

6
　
市
直
営
の
運
営
は
考
え
て
い
な

い
。

5
　
今
年
度
は
、
総
合
事
業
や
認
知

症
対
策
な
ど
業
務
量
が
ふ
え
て
い
る
。

業
務
量
に
見
合
っ
た
職
員
体
制
に
増

員
す
べ
き
で
あ
る
。

6
　
業
務
量
に
見
合
う
適
正
な
職
員

配
置
を
進
め
て
い
く
。

●
災
害
時
の
障
害
者
支
援
　

5
　
障
害
者
支
援
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
に
、
志
木
市
で
は
、
災
害

時
支
援
用
の
バ
ン
ダ
ナ
を
作
成
し
て

い
る
。
本
市
も
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

6
　
障
害
者
当
事
者
団
体
の
意
見
も

確
認
し
、
検
討
し
て
い
く
。

●
「
く
ら
し
の
便
利
帳
」
に
つ
い
て

5
　
市
民
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い

「
く
ら
し
の
便
利
帳
」
と
は
。

6
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
ス
タ
イ
ル
に
統
一
し
て
い
く
。

日

下

み

や

子

●
国
保
料
の
値
上
げ
は
許
さ
れ
な
い

5
　
４
月
１
日
付
で
28
年
度
の
国
保

料
が
告
示
さ
れ
、
所
得
３
０
０
万
円

の
夫
婦
・
子
供
の
４
人
家
族
の
場
合

の
保
険
料
は
44
万
７
２
０
０
円
か
ら

46
万
５
６
０
０
円
に
１
万
８
４
０
０

円
も
値
上
げ
さ
れ
た
。
保
険
料
値
上

げ
分
の
総
額
は
４
億
円
だ
が
国
か
ら

の
支
援
金
や
財
政
調
整
基
金
８
億
円

を
使
え
ば
保
険
料
の
値
上
げ
は
せ
ず

に
済
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。

6
　
基
金
の
額
は
、
２
月
診
療
分
の

支
払
い
が
非
常
に
厳
し
く
な
る
の
で
、

今
後
議
論
し
て
、
ど
れ
く
ら
い
入
れ

ら
れ
る
か
当
初
予
算
で
発
表
す
る
。

●
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

5
　
排
出
量
、
総
資
源
化
率
、
最
終

処
分
量
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

6
　
家
庭
系
ご
み
は
減
少
傾
向
だ
が
、

事
業
系
ご
み
は
増
加
傾
向
に
な
っ
て

い
る
。
総
資
源
化
率
は
低
下
傾
向
に

あ
る
。
最
終
処
分
量
は
、
南
部
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
灰
溶
融
施
設
が
休

止
の
た
め
６
０
０
０
ト
ン
か
ら
26
年

度
１
万
２
７
３
ト
ン
に
な
っ
た
。

●
沼
南
に
進
出
の
大
型
店
周
辺
の
交

通
対
策
を

5
　
駐
車
場
入
口
や
側
道
の
改
善
が

必
要
で
は
な
い
か
。

6
　
対
策
を
と
っ
て
お
り
、
著
し
い

渋
滞
は
緩
和
さ
れ
て
い
る
。

5
　
大
型
店
前
の
バ
ス
停
に
バ
ス
ベ

イ（
※
２
）
を
つ
く
る
べ
き
で
は
。

6
　
現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

●
公
衆
電
話
の
再
配
置
を

5
　
増
尾
地
域
に
撤
去
さ
れ
て
し
ま

っ
た
公
衆
電
話
の
再
設
置
を
申
し
入

れ
て
ほ
し
い
。

6
　
第
一
種
公
衆
電
話
は
お
お
む
ね

５
０
０
ｍ
四
方
に
１
台
設
置
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
当
該
地
域
は
基

準
を
満
た
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
地
元
の
意
向
は
伝
え
た
い
。

（４）

矢

澤

英

雄

●
子
ど
も
の
権
利
条
例
制
定

5
　
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例

の
制
定
を
求
め
る
。

6
　
児
童
福
祉
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
。
こ
こ
で
明
確
に
さ
れ
た
全
国

共
通
の
理
念
に
基
づ
き
、
子
ど
も
の

視
点
も
重
視
し
た
子
ど
も
に
関
す
る

施
策
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
子
ど
も
の
貧
困
対
策

5
　
こ
ど
も
食
堂（
※
１
）に
対
し
、

近
隣
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
免
除
な

ど
、
具
体
的
な
支
援
を
。

6
　
相
談
が
あ
れ
ば
、
協
力
で
き
る

こ
と
は
受
け
て
い
く
。
い
ろ
い
ろ
な

形
で
活
動
を
ど
ん
ど
ん
支
援
し
た
い
。

●
就
学
援
助
の
拡
充

5
　
就
学
援
助
の
入
学
準
備
金
は
、

入
学
前
に
支
給
す
る
こ
と
。
文
部
科

学
省
も
「
援
助
を
必
要
と
す
る
時
期

に
速
や
か
に
支
給
で
き
る
よ
う
に
」

と
通
知
を
出
し
て
い
る
。

6
　
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
重
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
現

状
よ
り
少
し
で
も
早
く
支
給
で
き
る

よ
う
努
力
す
る
。

●
こ
ど
も
ル
ー
ム
の
充
実

5
　
こ
ど
も
ル
ー
ム
の
過
密
解
消
と

小
４
以
上
の
希
望
者
の
受
け
入
れ
を
。

6
　
過
密
状
態
の
緩
和
と
受
け
入
れ

人
数
の
拡
充
を
行
っ
て
い
る
。
今
年

度
、
富
勢
小
、
柏
六
小
、
十
余
二
小
、

光
ケ
丘
小
に
つ
い
て
整
備
費
用
の
予

算
を
計
上
し
て
い
る
。
今
後
も
児
童

数
が
ふ
え
る
と
見
込
ま
れ
る
地
域
を

中
心
に
整
備
し
て
い
く
。

5
　
せ
め
て
夏
休
み
だ
け
は
預
か
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
切
実
な
声
が
あ

る
。
夏
休
み
に
つ
い
て
は
特
別
な
体

制
を
と
る
こ
と
。
土
曜
日
の
朝
の
時

間
外
保
育
の
実
施
を
。

6
　
夏
休
み
は
で
き
る
限
り
受
け
入

れ
て
い
く
。
土
曜
日
朝
の
時
間
外
保

育
は
検
討
す
る
。

平

野

光

一

●
本
市
で
も
奨
学
金
制
度
を

5
　
多
く
の
市
町
村
に
無
利
子
の
奨

学
金
貸
与
制
度
が
あ
る
。
本
市
に
は

そ
れ
さ
え
な
い
。
市
長
に
は
奨
学
金

制
度
を
つ
く
る
考
え
は
な
い
の
か
。

6
　
現
時
点
で
は
市
独
自
で
の
新
た

な
奨
学
金
制
度
を
創
設
す
る
考
え
は

な
い
。

●
市
内
の
大
学
等
に
要
望
を

5
　
大
学
等
に
も
入
学
金
・
授
業
料

減
免
制
度
が
広
が
っ
て
い
る
。
市
内

大
学
等
に
制
度
の
創
設
・
拡
充
を
市

長
か
ら
要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

6
　
各
学
校
の
運
営
方
針
に
基
づ
き

設
け
て
い
る
。
市
が
独
自
に
働
き
か

け
る
こ
と
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

な
い
。

●
低
所
得
世
帯
の
子
の
学
習
支
援

5
　
小
５
・
小
６
対
象
の
未
来
塾
、

中
学
生
対
象
の
学
習
支
援
事
業
が
低

所
得
世
帯
の
子
ど
も
を
対
象
に
行
わ

れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
対
象
を
広
げ

会
場
・
回
数
も
ふ
や
す
べ
き
だ
。

6
　
ま
ず
は
、
現
在
の
中
学
生
へ
の

支
援
を
充
実
さ
せ
る
。
参
加
対
象
者

の
拡
大
、
会
場
や
回
数
を
ふ
や
す
こ

と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
今
後
検
討

す
る
。

●
生
活
保
護
の
ア
ル
バ
イ
ト
収
入

5
　
２
年
前
の
厚
生
労
働
省
通
知
で
、

生
活
保
護
世
帯
の
高
校
生
が
運
転
免

許
取
得
や
進
学
等
の
た
め
ア
ル
バ
イ

ト
収
入
を
た
め
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
が
、
担
当
課
で
徹
底
し
て
い
な
い
。

子
ど
も
向
け
の
学
習
・
進
学
支
援
の

「
手
引
き
」
も
作
成
し
周
知
を
。

6
　
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
研

修
に
力
を
入
れ
る
。
わ
か
り
や
す
い

文
書
を
つ
く
り
配
布
・
周
知
す
る
。

訪
問
活
動
の
中
で
懇
切
丁
寧
に
説
明

も
す
る
。
小
学
生
も
含
め
た
周
知
に

つ
い
て
は
関
係
部
署
と
協
議
す
る
。

渡

部

和

子

●
柏
駅
西
口
北
地
区
再
開
発
事
業

5
　
平
成
26
年
、
27
年
そ
れ
ぞ
れ
約

２
０
０
０
万
円
か
け
て
事
業
化
推
進

委
託
報
告
書
を
つ
く
っ
て
い
る
。
事

業
費
や
市
の
負
担
に
つ
い
て
は
墨
塗

り
さ
れ
て
い
る
が
明
ら
か
に
す
べ
き
。

6
　
整
備
計
画
案
の
変
更
を
検
討
し

て
い
る
段
階
な
の
で
、
具
体
的
規
模

や
事
業
費
を
示
す
段
階
で
は
な
い
。

5
　
総
事
業
費
は
お
よ
そ
１
２
２
０

億
円
、
本
市
の
負
担
は
２
１
０
億
円

と
推
定
さ
れ
る
。
市
の
報
告
書
に
は

年
度
負
担
能
力
を
超
え
る
と
記
載
さ

れ
て
い
る
が
、
ど
の
く
ら
い
な
ら
負

担
で
き
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

6
　
一
概
に
は
申
し
上
げ
に
く
い
。

5
　
住
民
の
声
を
真
摯
に
聞
く
と
い

う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

6
　
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
こ
と
で

あ
る
。

●
市
立
柏
病
院

5
　
施
設
の
老
朽
化
で
建
て
か
え
を

急
ぐ
と
説
明
し
て
き
た
が
、
建
て
か

え
の
緊
急
性
は
な
く
な
っ
た
の
か
。

こ
れ
ま
で
の
検
討
を
全
て
白
紙
に
戻

す
必
要
が
あ
る
の
か
。

6
　
耐
震
上
問
題
を
抱
え
て
い
る
が
、

環
境
の
変
化
、
県
の
地
域
医
療
構
想

を
踏
ま
え
、
建
て
か
え
の
是
非
か
ら

施
設
の
あ
り
方
を
審
議
し
て
も
ら
う
。

5
　
病
院
の
立
地
場
所
は
誰
が
決
め

る
の
か
。

6
　
市
長
を
含
め
て
市
役
所
で
あ
る
。

●
保
育
園
の
充
実

末

永

康

文

●
中
原
防
災
公
園
隣
接
地
保
全

5
　
こ
の
場
所
は
、
住
民
の
多
様
な

活
動
拠
点
と
し
て
林
の
清
掃
や
整
備

を
し
、
市
民
が
緑
を
守
ろ
う
と
１
１

３
７
万
円
も
の
寄
附
が
さ
れ
た
。
市

と
し
て
購
入
、
借
地
な
ど
交
渉
窓
口

を
し
っ
か
り
設
け
る
べ
き
で
は
。

6
　
保
全
に
向
け
地
権
者
の
方
と
交

渉
し
た
が
合
意
が
図
れ
ず
、
関
係
者

の
皆
様
に
対
し
て
深
く
お
わ
び
を
申

し
上
げ
る
。

5
　
買
収
で
き
な
け
れ
ば
借
地
す
る

な
ど
粘
り
強
い
交
渉
を
す
べ
き
。
み

ど
り
の
基
金
を
活
用
し
「
森
の
よ
う

ち
え
ん
」
を
つ
く
り
、
子
供
た
ち
が

森
で
い
ろ
ん
な
工
夫
を
し
育
ん
で
い

く
た
め
に
も
用
地
確
保
が
必
要
で
は
。

6
　「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」
も
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
情
報
公
開

5
　
情
報
公
開
は
民
主
主
義
の
基
本

で
あ
る
。
最
近
の
市
の
姿
勢
は
個
人

情
報
を
隠
れ
み
の
に
明
ら
か
に
し
な

い
傾
向
が
あ
る
。
隠
す
こ
と
な
く
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
大
事
で
は
。

6
　
中
学
校
で
発
生
し
た
重
大
事
態

に
つ
い
て
は
、
有
識
者
に
よ
る
検
証

委
員
会
で
検
証
を
行
い
、
調
査
報
告

書
を
作
成
し
た
。
事
故
の
当
事
者
の

保
護
者
か
ら
報
告
書
の
一
切
に
つ
い

て
非
公
開
に
し
て
ほ
し
い
と
強
い
要

望
を
繰
り
返
し
い
た
だ
き
、
家
族
の

心
情
並
び
に
意
向
を
配
慮
し
て
全
て

非
公
開
と
し
て
い
る
。

●
柏
市
立
病
院

5
　
前
回
の
中
期
構
想
１
４
０
０
万

円
を
白
紙
に
し
、
今
度
１
３
０
０
万

円
を
か
け
る
の
は
市
長
が
払
う
の
か
。

6
　
専
門
的
な
知
識
を
最
大
限
活
用

し
、
効
率
的
な
事
務
を
進
め
る
た
め

に
コ
ン
サ
ル
に
業
務
委
託
を
し
た
。

本

池

奈

美

枝

●
中
原
防
災
公
園
隣
接
林
の
保
全

5
　
公
園
隣
接
林
０
・
67 

ha
は
平
成

22
年
３
月
に
４
億
４
０
０
０
万
円
か

か
る
と
試
算
さ
れ
た
経
過
が
あ
る
こ

と
、
光
ケ
丘
、
増
尾
、
酒
井
根
の
各

ふ
る
さ
と
協
議
会
か
ら
保
全
の
要
望

書
が
出
さ
れ
た
こ
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
牧
場

跡
地
の
緑
と
環
境
を
考
え
る
会
が
こ

の
14
年
間
、
林
の
清
掃
整
備
等
活
動

を
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
活

動
に
よ
り
全
国
「
み
ど
り
の
愛
護
」

の
つ
ど
い
で
国
土
交
通
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
た
こ
と
。
市
長
は
そ
の
評
価

と
価
値
を
ど
う
自
覚
す
る
か
。

6
　
そ
の
事
業
費
は
、
当
時
の
相
続

税
路
線
価
を
も
と
に
算
出
し
て
お
り

概
算
額
を
把
握
す
る
も
の
で
あ
る
。

地
元
の
団
体
が
長
期
間
、
緑
を
維
持

す
る
活
動
は
す
ば
ら
し
い
と
思
う
。

こ
こ
は
特
別
だ
と
言
え
る
。
今
回
の

議
会
で
の
提
案
も
含
め
交
渉
す
る
。

●
市
立
柏
病
院
に
つ
い
て

5
　
今
ま
で
２
年
間
、
１
４
０
０
万

円
か
け
て
答
申
し
た
こ
と
を
全
て
白

紙
に
し
、
今
後
ま
た
２
年
、
１
３
０

０
万
円
か
け
審
議
会
を
10
回
開
い
て

議
論
を
や
り
直
す
と
の
こ
と
。
今
ま

で
検
討
し
た
こ
と
全
て
を
無
駄
に
す

る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
今

後
の
検
討
課
題
に
建
設
場
所
と
小
児

科
を
含
め
な
い
と
の
こ
と
。
一
番
肝

心
な
こ
と
が
抜
け
て
い
る
。

6
　
建
設
地
の
議
論
を
一
旦
白
紙
と

し
、
病
院
に
求
め
ら
れ
て
い
る
役
割

等
を
改
め
て
検
討
す
る
。
中
期
構
想

策
定
時
に
は
な
か
っ
た
地
域
医
療
構

想
を
踏
ま
え
、
議
論
す
る
。

●
パ
レ
ッ
ト
柏
に
つ
い
て

5
　
駅
か
ら
の
案
内
板
が
必
要
で
は
。

6
　
柏
駅
か
ら
の
施
設
案
内
表
示
の

設
置
に
向
け
て
協
議
中
で
あ
る
。

護
憲
市
民
会
議

日
本
共
産
党
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吉

田

　

進

●
市
街
化
区
域
の
緑
地
保
全
対
策

5
　
市
街
地
の
緑
地
保
全
の
現
状
は

地
権
者
の
御
厚
意
に
よ
る
こ
と
が
多

い
。
中
原
防
災
公
園
隣
地
の
林
が
開

発
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
林
の
保

全
に
対
す
る
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

6
　
市
街
地
に
お
け
る
緑
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
価
値
を
認
め
て
い
る
。

市
と
し
て
も
何
ら
か
の
対
応
が
で
き

る
よ
う
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

●
消
費
税
先
送
り
に
よ
る
影
響

5
　
医
療
、
介
護
、
子
育
て
支
援
の

社
会
保
障
関
係
の
取
り
組
み
へ
の
予

算
の
影
響
は
な
い
か
。

6
　
財
源
の
確
保
や
充
実
策
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
る
。

国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

●
運
動
広
場
ト
イ
レ
の
現
状

5
　
和
式
ト
イ
レ
の
改
修
等
、
環
境

整
備
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

6
　
で
き
る
限
り
の
洋
式
化
、
環
境

整
備
に
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

●
健
康
政
策
と
児
童
の
健
康
管
理

5
　
弱
視
等
の
治
療
は
６
歳
未
満
が

有
効
で
あ
る
。
３
歳
児
健
診
に
眼
科

医
の
従
事
を
求
め
る
が
い
か
が
か
。

ま
た
、
弱
視
等
発
見
に
有
効
な
オ
ー

ト
レ
フ
ラ
ク
ト
メ
ー
タ
ー(

※
１)

を

全
て
の
子
供
に
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

6
　
医
師
会
の
眼
科
医
と
協
議
す
る
。

オ
ー
ト
レ
フ
ラ
ク
ト
メ
ー
タ
ー
実
施

に
つ
い
て
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
も
と

に
対
象
者
を
適
切
に
選
択
し
て
い
る
。

5
　
先
進
的
に
３
歳
児
健
診
や
幼
保

小
中
の
健
診
結
果
を
引
き
継
ぎ
、
還

元
す
る
体
制
を
構
築
す
る
考
え
は
。

6
　
先
進
市
の
事
例
も
参
考
に
関
係

部
署
と
連
携
し
調
査
研
究
を
進
め
る
。

●
児
童
福
祉
法
等
の
改
正

5
　
中
核
市
で
児
童
相
談
所
が
設
置

で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

6
　
今
後
県
と
協
議
し
検
討
す
る
。

永

野

正

敏

●
Ｄ
Ｖ
対
策

5
　
Ｄ
Ｖ
被
害
者
は
あ
ら
ゆ
る
機
関

に
相
談
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
迅
速

に
救
済
す
る
た
め
に
も
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

6
　
重
要
な
課
題
と
認
識
し
、
協
議
、

調
整
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
体
制

整
備
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
も

設
置
の
検
討
も
含
め
関
係
機
関
と
の

連
携
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

5
　
被
害
者
の
フ
ォ
ロ
ー
と
同
様
に
、

加
害
者
の
更
生
も
必
要
で
は
な
い
か
。

6
　
Ｄ
Ｖ
根
絶
の
た
め
重
要
な
課
題

で
あ
る
が
更
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
確
立

さ
れ
て
お
ら
ず
直
接
本
人
に
対
応
で

き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
県

で
行
っ
て
い
る
男
性
の
総
合
相
談
制

度
を
案
内
す
る
形
で
対
応
し
て
い
る
。

●
自
転
車
保
険

5
　
自
転
車
保
険
加
入
を
義
務
づ
け

る
条
例
の
制
定
を
。

6
　
加
入
促
進
を
し
て
い
る
が
条
例

化
に
つ
い
て
は
市
単
独
で
は
な
く
広

域
的
な
対
応
が
効
果
的
と
考
え
る
。

5
　
広
域
的
な
対
応
の
方
が
も
ち
ろ

ん
効
果
的
だ
が
、
事
が
起
こ
っ
て
か

ら
の
対
応
で
は
遅
い
。
せ
め
て
市
内

中
学
校
の
自
転
車
通
学
者
に
義
務
づ

け
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

6
　
保
険
料
負
担
の
問
題
も
あ
る
の

で
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
一
層
の

加
入
促
進
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

●
情
報
モ
ラ
ル
教
育

5
　
ネ
ッ
ト
型
非
行
防
止
を
目
的
と

し
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
の
Ｆ
ｉ
ｌ
ｉ

ｉ(

※
２)

に
つ
い
て
実
証
実
験
期
間

中
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
評
価
は
。

6
　
賛
否
は
分
か
れ
て
い
る
。
寄
せ

ら
れ
た
意
見
や
課
題
を
分
析
し
、
今

後
の
継
続
の
是
非
も
含
め
、
非
行
防

止
に
向
け
た
実
践
的
な
指
導
に
つ
な

げ
て
い
く
。岡

田

智

佳

●
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

5
　
本
市
の
魅
力
の
Ｐ
Ｒ
方
法
に
つ

い
て
、
特
に
市
外
通
勤
者
へ
の
情
報

発
信
は
、
十
分
と
言
え
る
か
。

6
　
い
ま
だ
、
課
題
の
一
つ
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
効
果
的
な

情
報
発
信
に
努
め
る
。
　

●
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

5
　
出
産
直
後
の
母
親
へ
の
精
神
的
、

身
体
的
サ
ポ
ー
ト
は
欠
か
せ
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
高
齢
出
産
が
進

み
、
地
域
と
の
交
流
が
希
薄
化
し
て

い
る
中
、
既
に
我
孫
子
市
や
松
戸
市

が
導
入
し
て
い
る
産
後
ケ
ア
制
度
を
、

本
市
で
も
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
が
。

6
　
他
市
の
事
例
や
国
の
動
向
な
ど

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な

方
法
が
産
後
ケ
ア
と
し
て
有
効
な
の

か
、
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

●
教
育
行
政
に
つ
い
て

5
　
学
生
の
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
が
大

き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
み

ず
か
ら
考
え
、
み
ず
か
ら
判
断
す
る

前
提
と
し
て
、
法
律
で
決
め
ら
れ
た

労
働
条
件
や
社
会
保
険
制
度
な
ど
、

最
低
限
の
働
く
ル
ー
ル
を
中
学
生
に

も
学
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え
る
が
。

6
　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
学
校

が
積
極
的
に
外
部
の
機
関
等
と
連
携

し
、
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る
機

会
が
適
切
に
設
け
ら
れ
る
よ
う
努
め

て
い
く
。
　

●
選
挙
対
策
に
つ
い
て

5
　
共
通
投
票
所
及
び
商
業
施
設
を

利
用
し
た
期
日
前
投
票
所
拡
大
に
つ

い
て
の
考
え
は
い
か
が
か
。

6
　
共
通
投
票
所
に
つ
い
て
は
今
後

継
続
し
て
検
討
す
る
。
期
日
前
投
票

所
拡
大
に
つ
い
て
は
実
際
に
商
業
施

設
等
か
ら
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
場
合

に
十
分
に
検
討
し
た
上
で
考
え
た
い
。

山

下

洋

輔

●
柏
駅
前
の
ま
ち
づ
く
り

5
　
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
イ
ベ
ン
ト

だ
け
で
な
く
、
歩
行
者
優
先
の
ま
ち

づ
く
り
な
ど
明
確
な
都
市
計
画
を
示

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

6
　
歩
行
者
優
先
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
な
い
駅
前
の
魅
力
と
な
る
。
関
係

者
と
協
議
し
、
検
討
す
る
。
　

5
　
旧
水
戸
街
道
沿
い
歩
道
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
整
備
計
画
の
進
捗
は
。

6
　
29
年
度
に
実
施
設
計
、
30
年
度

に
工
事
着
工
を
目
指
す
。

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策（
※
３
）

5
　
民
泊
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
。

6
　
調
査
研
究
し
、
対
応
す
る
。

5
　
ハ
ラ
ー
ル
フ
ー
ド（
※
４
）や
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
な
ど
、
食
の
お

も
て
な
し
で
、
外
国
人
観
光
客
を
取

り
込
む
体
制
整
備
を
。

6
　
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

他
の
動
向
を
注
視
し
、
研
究
す
る
。

●
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置

5
　
当
事
者
で
あ
る
子
ど
も
の
声
も

聞
き
、
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
は
な
く
、

授
業
時
数
や
授
業
行
事
の
あ
り
方
な

ど
、
ソ
フ
ト
面
で
の
検
討
を
。

6
　
学
習
・
生
活
環
境
を
改
善
で
き

る
よ
う
、
児
童
生
徒
の
声
も
聞
き
、

エ
ア
コ
ン
設
置
を
検
討
す
る
。

●
市
民
の
思
い
や
社
会
の
現
状
を
反

映
し
た
市
政
の
あ
り
方

5
　
創
造
的
解
決
手
法
で
あ
る
デ
ザ

イ
ン
思
考
を
取
り
入
れ
て
は
。

6
　
政
策
立
案
に
期
待
で
き
る
。
職

員
研
修
の
導
入
も
検
討
し
た
い
。

●
地
域
の
認
知
症
支
援
体
制

5
　
認
知
症
患
者
と
介
護
者
を
同
時

に
訪
問
支
援
す
る
仕
組
み
を
。

6
　
訪
問
支
援
の
担
い
手
と
な
る
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
育
成
す
る
。

松

本

寛

道

●
「
み
ど
り
の
基
金
」
で
中
原
ふ
れ

あ
い
防
災
公
園
隣
接
林
を
保
全

5
　
市
内
の
緑
地
保
全
を
目
的
と
し

て
い
る
「
柏
市
み
ど
り
の
基
金
」
を

林
の
保
全
に
活
用
で
き
な
い
か
。

6
　
基
金
で
取
得
す
る
土
地
は
み
ど

り
の
基
金
緑
地
取
得
保
全
規
則
に
定

め
ら
れ
て
お
り
、
事
業
計
画
に
定
め

た
後
、
評
議
員
会
及
び
理
事
会
の
承

認
を
得
て
買
収
す
る
こ
と
に
な
る
。

5
　
み
ど
り
の
基
金
緑
地
取
得
保
全

規
則
は
内
規
で
あ
り
、
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

6
　
理
事
会
、
評
議
員
会
で
議
決
さ

れ
れ
ば
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
柏
駅
西
口
北
地
区
再
開
発
問
題

5
　
地
域
に
住
み
続
け
た
い
と
願
う

住
民
と
の
話
し
合
い
は
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
る
の
か
。

6
　
整
備
計
画
案
を
検
討
し
て
い
る

準
備
組
合
の
理
事
を
交
え
て
意
見
交

換
を
行
っ
て
い
る
。

5
　
委
託
報
告
書
の
中
で
事
業
協
力

者
Ｄ
社
は
、
一
旦
戸
建
て
街
区
を
設

け
た
計
画
案
を
提
示
し
、
後
で
変
更

す
る
対
応
も
考
え
ら
れ
る
と
、
だ
ま

し
討
ち
の
よ
う
な
や
り
方
で
住
民
を

丸
め
込
も
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
う

し
た
話
が
実
際
に
行
わ
れ
た
の
か
。

6
　
あ
く
ま
で
も
事
業
協
力
者
側
の

考
え
で
あ
り
、
組
合
と
し
て
も
そ
の

よ
う
な
形
で
事
業
協
力
者
を
利
用
す

る
と
い
う
考
え
で
は
な
い
と
思
う
。

●
医
療
公
社
に
対
す
る
監
査

5
　
医
療
公
社
が
基
本
協
定
を
守
っ

て
い
な
か
っ
た
。
市
職
員
と
公
社
職

員
で
基
本
協
定
を
作
成
し
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
な
ぜ
守
れ
な
い
の
か
。

6
　
関
係
書
類
の
確
認
を
双
方
で
密

に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
現
状
の
運

営
に
沿
っ
た
変
更
を
行
っ
た
。

宮

田

清

子

●
避
難
所
の
充
実
を

5
　
学
校
は
体
育
館
の
み
避
難
所
だ

が
、
避
難
者
を
収
容
で
き
る
の
か
。

6
　
市
が
指
定
す
る
避
難
所
の
収
容

人
数
は
想
定
避
難
者
の
約
４
割
な
の

で
十
分
と
は
言
え
な
い
。
さ
ら
な
る

ス
ペ
ー
ス
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

5
　
学
校
の
避
難
所
の
運
営
体
制
は
。

6
　
災
害
発
生
直
後
は
教
員
等
が
中

心
に
な
る
が
、
そ
の
後
は
町
会
等
の

自
主
防
災
組
織
を
活
用
す
る
。

5
　
足
立
区
で
は
教
員
、
区
の
職
員
、

町
会
等
で
運
営
す
る
避
難
所
運
営
委

員
会
が
毎
年
訓
練
を
行
い
、
顔
の
見

え
る
関
係
を
つ
く
っ
て
い
る
が
、
本

市
で
は
組
織
さ
れ
て
い
る
の
か
。

6
　
１
０
９
あ
る
避
難
所
の
う
ち
、

５
、
６
カ
所
で
組
織
さ
れ
て
い
る
。

5
　
43
の
民
間
施
設
と
協
定
を
結
び

障
害
の
あ
る
人
や
高
齢
者
な
ど
の
福

祉
避
難
所
を
設
け
て
い
る
が
、
収
容

人
数
は
未
定
だ
。
ま
た
福
祉
避
難
所

に
移
れ
る
の
に
３
日
ほ
ど
か
か
る
。

京
都
府
の
よ
う
に
、
避
難
所
に
福
祉

避
難
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
ら
ど
う
か
。

6
　
教
室
等
の
活
用
も
考
え
た
い
。

●
選
挙
の
公
費
負
担
に
つ
い
て

5
　
昨
年
の
市
議
選
に
支
出
さ
れ
た

ポ
ス
タ
ー
等
の
公
費
負
担
に
つ
い
て
、

不
正
請
求
が
あ
る
と
、
市
民
か
ら
住

民
監
査
請
求
が
出
さ
れ
た
。
監
査
委

員
は
議
員
や
業
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
、
違
法
、
不
当
な
支
出
の

事
実
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
と
結
果

を
出
し
た
が
、
未
提
出
の
議
員
や
業

者
が
い
る
。
第
三
者
委
員
会
を
つ
く

っ
た
市
も
あ
る
の
に
、
調
査
が
不
十

分
で
は
な
い
か
。
ま
た
公
費
を
削
減

し
た
市
も
多
い
が
、
い
か
が
か
。

6
　
市
民
が
千
葉
地
裁
に
訴
訟
を
起

こ
し
た
の
で
、
答
弁
は
差
し
控
え
る
。

林

　

紗

絵

子

●
家
庭
養
護
の
推
進

5
　
厚
労
省
で
も
里
親
委
託
や
養
子

縁
組
を
推
進
す
る
方
向
性
を
示
し
て

い
る
が
、
本
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

児
童
相
談
所
を
設
置
し
な
い
と
支
援

や
啓
発
を
行
う
の
は
難
し
い
の
か
。

6
　
市
で
は
児
童
相
談
所
を
設
置
し

て
い
な
い
の
で
、
普
及
や
啓
発
な
ど

の
支
援
は
実
施
し
て
い
な
い
が
、
子

育
て
支
援
と
し
て
里
親
支
援
も
行
う
。

●
給
食
室
改
修
工
事
中
の
代
替
給
食

5
　
貧
困
や
ネ
グ
レ
ク
ト
で
、
給
食

が
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
整
っ
た
唯
一
の

食
事
で
あ
る
子
供
が
ふ
え
て
い
る
。

パ
ン
と
牛
乳
の
代
替
給
食
で
は
栄
養

バ
ラ
ン
ス
が
欠
如
し
て
い
な
い
か
。

困
窮
世
帯
児
童
へ
の
助
成
は
代
替
給

食
の
み
が
対
象
だ
が
、
持
参
の
弁
当

も
対
象
と
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

6
　
不
足
分
の
栄
養
は
、
副
食
の
持

参
で
補
う
。
就
学
援
助
は
現
物
給
付

な
の
で
弁
当
に
援
助
は
で
き
な
い
。

5
　
給
食
費
に
本
市
が
負
担
し
て
い

る
経
費
も
合
わ
せ
た
金
額
で
代
替
給

食
を
検
討
し
直
す
べ
き
。
松
戸
市
は

弁
当
に
も
助
成
し
て
い
る
が
ど
う
か
。

6
　
調
査
し
て
研
究
す
る
。

●
小
中
学
校
の
宿
泊
学
習

5
　
旅
行
費
用
の
負
担
が
重
い
学
校

を
指
導
し
て
い
る
か
。
少
額
ず
つ
の

積
み
立
て
が
で
き
る
よ
う
統
一
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
困
窮
世
帯
が
前
払

い
せ
ず
に
済
む
方
法
は
な
い
か
。

6
　
上
限
や
目
安
の
金
額
を
設
定
し

て
格
差
是
正
に
努
め
て
い
る
が
、
他

自
治
体
も
調
査
し
研
究
す
る
。

5
　
子
供
の
貧
困
を
な
く
す
た
め
、

学
校
で
の
保
護
者
の
経
済
的
負
担
に

つ
い
て
も
っ
と
調
べ
て
ほ
し
い
。

6
　
把
握
に
努
め
た
い
と
思
う
。

市
民
サ
イ
ド
・
ネ
ッ
ト

※１　オートレフラクトメーター＝視力検査に用いられる機械。光学的な原理に基づいて、近視、遠視、乱視の原因となる屈折度数を測定する装置。
※２　Ｆｉｌｉｉ（フィリー）＝子どもが利用するSNSの会話データを分析して、いじめや犯罪に関係するキーワードが含まれている場合に保護者に伝えるサービス。
※３　インバウンド政策＝訪日外国人旅行客誘致政策。
※４　ハラールフード＝イスラム教の法律にのっとった食べ物(野菜、果物、魚、卵、牛乳、イスラムの方式にしたがって屠蓄された動物の食肉、あるいはその派生物）。

改修された逆井運動場屋外トイレ

柏
愛
倶
楽
部
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●
職
員
自
己
啓
発
等
休
業
条
例
制
定

5
　
休
業
し
て
職
務
に
復
帰
し
た
場

合
、
休
業
し
た
全
て
の
期
間
を
休
暇

し
た
も
の
と
す
る
取
り
扱
い
と
、
一

定
程
度
常
駐
で
勤
務
し
た
も
の
と
す

る
取
り
扱
い
と
２
つ
の
方
向
が
示
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
判
定
と
い
う
の

は
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
い
て
基

準
を
定
め
る
の
か
。

6
　
給
与
の
級
号
給
の
調
整
に
つ
い

て
は
、
基
本
的
に
は
休
業
し
た
期
間

の
１
０
０
分
の
50
を
除
算
す
る
が
、

そ
の
活
動
が
復
帰
し
た
職
務
に
特
に

有
用
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
休
業
期
間
の
１
０
０
分

の
１
０
０
を
勤
務
し
た
も
の
と
み
な

し
て
換
算
し
、
復
職
時
に
給
与
、
級

号
給
の
調
整
を
行
う
。
そ
の
基
準
に

つ
い
て
は
、
職
務
に
直
接
有
用
な
資

格
等
を
取
得
し
た
場
合
、
ま
た
国
際

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
場
合
は
現
地

で
の
活
動
が
職
員
本
来
の
職
務
と
同

様
ま
た
は
類
似
の
活
動
を
行
っ
た
場

合
は
１
０
０
分
の
１
０
０
と
し
て
給

与
の
調
整
を
す
る
。

5
　
休
業
の
期
間
が
２
年
以
内
と
な

っ
て
い
る
が
、
大
学
に
通
っ
て
履
修

を
す
る
と
き
に
２
年
以
内
に
縛
る
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
い
か
が
か
。

6
　
専
門
的
な
知
識
、
技
能
、
資
格

を
取
り
た
い
と
い
っ
た
自
己
啓
発
を

対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
大
学
に
つ

い
て
は
４
年
間
の
一
般
教
養
で
は
な

く
、
専
門
課
程
を
想
定
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
大
学
院
の
博
士
課
程
、
修

士
課
程
は
２
年
間
。
資
格
を
取
得
す

る
専
門
学
校
は
１
年
も
し
く
は
２

年
。
短
期
大
学
も
２
年
が
多
い
。
ま

た
大
学
も
専
攻
課
程
以
外
に
専
攻
科

と
い
う
履
修
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は

１
年
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
ら
を
想

定
し
て
２
年
と
し
て
い
る
。

●
松
戸
市
ほ
か
９
市
消
防
指
令
事
務

協
議
会
規
約
制
定
に
関
す
る
協
議

5
　
救
急
の
広
域
運
用
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
く
の
か
。

6
　
救
急
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
共

同
指
令
セ
ン
タ
ー
を
運
用
す
る
こ
と

で
、
各
市
町
村
の
市
境
で
も
常
に
近

い
場
所
の
救
急
車
が
現
場
に
行
く
こ

と
が
で
き
る
。

5
　
費
用
の
分
担
に
つ
い
て
は
ど
れ

く
ら
い
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

6
　
今
後
の
費
用
見
込
み
に
つ
い
て

算
出
は
し
て
い
な
い
が
、
10
市
で
指

令
セ
ン
タ
ー
を
共
同
運
用
す
る
の

で
、
初
期
の
整
備
部
分
や
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
な
ど
が
あ
る
。

●
児
童
遊
園
設
置
条
例
一
部
改
正

5
　
今
後
整
備
す
る
予
定
は
な
い
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
無
償
で
提
供
す

る
方
が
出
て
き
た
ら
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

6
　
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
り
昔
な
が
ら

の
遊
び
が
で
き
る
と
こ
ろ
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
遊
び
の
場

を
提
供
で
き
る
場
所
が
あ
る
と
い
う

の
は
市
民
に
と
っ
て
喜
ば
し
い
こ
と

だ
と
思
う
の
で
、
申
し
入
れ
が
あ
っ

た
場
合
は
種
々
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
特
定
児
童
福
祉
施
設
設
備
運
営
基

準
条
例
一
部
改
正

●
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
設
備

運
営
基
準
条
例
一
部
改
正

●
地
域
型
保
育
事
業
設
備
運
営
基
準

条
例
一
部
改
正

5
　
改
正
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
際

に
定
員
が
ふ
え
た
り
配
置
が
変
わ
る

な
ど
影
響
を
受
け
る
園
は
あ
る
か
。

6
　
朝
夕
の
子
供
の
少
な
い
時
間
帯

で
は
配
置
基
準
の
計
算
上
、
保
育
士

が
１
人
で
も
済
む
園
が
私
立
だ
と
10

園
程
度
あ
り
、
そ
の
う
ち
５
園
程
度

が
今
回
の
措
置
を
考
え
て
い
る
と
見

て
い
る
。

5
　
保
育
士
の
質
の
確
保
を
し
っ
か

り
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

6
　
有
資
格
者
以
外
で
市
長
が
認
め

る
者
と
し
て
充
て
よ
う
と
す
る
者
に

は
、
新
制
度
の
子
育
て
支
援
員
の
地

域
保
育
型
コ
ー
ス
の
研
修
を
ま
ず
受

け
て
も
ら
う
。
ま
た
、
研
修
を
受
け

た
支
援
員
を
配
置
す
る
場
合
は
、
必

ず
有
資
格
者
と
組
む
な
ど
経
験
の
浅

い
者
同
士
が
組
む
こ
と
の
な
い
よ
う

運
営
上
の
配
慮
を
し
て
い
き
た
い
。

5
　
保
健
師
や
看
護
師
を
保
育
士
と

し
て
認
め
て
い
る
園
は
あ
る
か
。

6
　
公
立
保
育
園
全
園
に
常
勤
ま
た

は
非
常
勤
の
看
護
職
の
配
置
を
行
っ

て
い
る
が
、
保
育
士
と
み
な
し
て
必

要
な
配
置
数
に
算
入
し
て
い
る
園
は

な
い
。
私
立
に
つ
い
て
は
、
配
置
し

て
い
る
園
が
10
園
。
そ
の
う
ち
み
な

し
と
し
て
扱
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
７

園
程
度
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

●
旅
館
業
法
施
行
条
例
一
部
改
正

5
　
民
泊
に
つ
い
て
、
ご
み
の
問
題

や
対
人
関
係
な
ど
で
近
隣
住
民
の
不

安
が
広
が
っ
て
く
る
心
配
が
あ
る
が
、

市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

6
　
国
で
も
民
泊
サ
ー
ビ
ス
の
検
討

会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
国
の
今
後

の
動
向
を
見
な
が
ら
必
要
に
応
じ
て

適
切
な
衛
生
水
準
の
確
保
に
努
め
る
。

5
　
１
人
当
た
り
3.3
㎡
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
条
例
改
正
に
よ
り
、
ど

の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

6
　
民
泊
サ
ー
ビ
ス
は
旅
館
業
法
の

中
の
簡
易
宿
泊
所
営
業
の
中
に
含
ま

れ
、
カ
プ
セ
ル
ホ
テ
ル
と
同
じ
範
疇

に
あ
る
。
今
ま
で
22
㎡
以
上
な
い
と

施
設
と
し
て
の
基
準
を
満
た
し
て
い

な
か
っ
た
が
、
今
回
10
人
未
満
を
対

象
と
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
3.3
㎡

掛
け
る
宿
泊
者
の
数
と
な
っ
た
。

●
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

5
　
障
害
者
の
地
域
生
活
支
援
拠
点

整
備
に
つ
い
て
、
障
害
者
の
相
談
窓

口
を
市
役
所
か
ら
事
業
者
に
民
間
委

市民
環境委員会

4月13～15日 総
　務委員会

5月11～13日

建設
経済委員会

5月9～11日

教育
民生委員会4月26～28日

委員会視察委員会視察委員会視察
詳しくは、市議会ホームページ→委員会→「視察報告」をごらんください。

託
す
る
も
の
な
の
か
。

6
　
住
民
の
方
が
気
軽
に
相
談
が
で

き
る
地
域
の
窓
口
を
ふ
や
し
て
い
く

コ
ン
セ
プ
ト
で
考
え
て
い
る
。

5
　
市
立
病
院
の
あ
り
方
検
討
支
援

業
務
委
託
に
つ
い
て
、
柏
市
健
康
福

祉
審
議
会
市
立
病
院
事
業
検
討
専
門

分
科
会
で
一
般
公
募
に
よ
り
選
定
さ

れ
た
委
員
へ
期
待
す
る
役
割
は
何
か
。

6
　
そ
れ
ぞ
れ
が
医
療
の
バ
ッ
ク
ボ

ー
ン
を
お
持
ち
で
あ
り
、
市
民
と
い

う
視
点
と
合
わ
せ
て
積
極
的
な
御
意

見
を
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と

期
待
し
て
い
る
。

●
調
停
の
申
立
て
（
市
営
住
宅
の
明

け
渡
し
等
の
請
求
）

5
　
市
営
住
宅
に
高
齢
で
独
居
の
方

が
入
居
す
る
と
き
に
は
、
必
ず
身
元

保
証
人
や
連
帯
保
証
人
を
と
っ
て
い

る
の
か
。
い
な
い
方
は
入
居
で
き
な

い
の
か
。

6
　
連
帯
保
証
人
や
緊
急
連
絡
先
等

の
申
し
出
を
受
け
て
い
る
が
、
全
く

孤
独
な
方
や
、
親
戚
関
係
の
つ
な
が

り
が
希
薄
な
方
の
場
合
に
連
帯
保
証

人
等
を
選
任
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。

極
力
選
任
す
る
努
力
を
し
た
上
で
、

ど
う
に
も
な
ら
な
い
場
合
に
、
特
別

な
理
由
と
し
て
保
証
人
な
し
で
入
居

を
許
可
し
て
い
る
例
も
ま
れ
に
あ
る
。

●
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

5
　
手
賀
沼
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ク
事
業
に
か
か
わ
っ
て
い
る
農
家
は

何
軒
く
ら
い
あ
る
の
か
。

6
　
手
賀
沼
周
辺
地
域
で
営
農
し
て

い
る
専
業
農
家
は
２
０
０
軒
近
く
あ

る
。
ま
た
、
市
全
体
で
約
６
０
０
軒

あ
る
兼
業
農
家
の
約
半
数
の
農
家
が

関
係
し
て
い
る
。

保育士の処遇の大幅な改善を求める意見書
　我が国の少子化問題の中でも待機児童解消が喫緊の課題となっている今日、保
育施設の不足のみならず、保育士がいないために、子供を受け入れることができ
ない施設が生じる等、保育士不足は全国各市町村共通の大きな課題となっている。
　保育士不足は、賃金の低さや労働環境の厳しさが大きな要因として挙げられ、
賃金については、一般の労働者に比べ、月額約１０万円低いことが国会でも明ら
かにされたところであり、また、労働環境は、休憩や休暇が十分に取れず疲労
が解消できない人員配置等が問題となっている。
　そのため、職業として働き続けることができず、多くの保育士が辞めていく
実態が顕著となり、また復職を希望する有資格の保育士も少ないのが現状である。
　保育士不足解消のためには、賃金を労働者の平均まで引き上げることや実情
に即した人員配置等による労働環境整備の実現が不可欠である。
　よって、政府においては、喫緊の課題である待機児童解消のため、保育士の
処遇を大幅に改善し、保育士不足を解消するよう強く要望する。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　平成２８年６月２２日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千葉県柏市議会

内閣総理大臣、財務大臣、厚生労働大臣、内閣府特命担当（少子化対策）	

大臣　あて

委員会審査委員会審査委員会審査
総

務

委

員

会

建
設
経
済
委
員
会

教
育
民
生
委
員
会

　市長から提出された条例や補正予算などの

議案について、各委員会で審査されたものを

お知らせします。

公立保育所の直接補助制度を求める意見書
　我が国の人口は、平成１７年に減少局面に入り、特に少子化問題は、社会経済の

根幹を揺るがしかねない緊急課題となっている。

　少子化問題の中でも子育ての分野では、待機児童の解消が重要課題となってお

り、全国各自治体で待機児童解消に向けた取り組みを進めている。

　特に、公立保育所の重要性はほとんどの市町村が認めているものの、平成１６年

度より、公立保育所の運営費等の一般財源化制度を国が導入して以来、自治体の

財政を圧迫し、市町村によっては公立保育所が老朽化等により廃所となるなど、

自治体の保育運営に影響を与え、待機児童解消に逆行する事態を招いている。

　待機児童の解消を図るためには、認可保育園のみならず、地域の児童福祉施設

としての公立保育所の存続も不可欠である。

　よって、政府においては、少子化対策の促進とともに待機児童早期解消を図る

ため、公立保育所一般財源化を廃止し、直接補助制度に戻すよう強く要望する。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　平成２８年６月２２日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千葉県柏市議会

内閣総理大臣、財務大臣、厚生労働大臣、内閣府特命担当 ( 少子化対策 )	

大臣　あて

※
今
定
例
会
に
お
い
て
、
市
民
環

境
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
が

な
い
た
め
、
委
員
会
審
査
は
行
わ

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

●請願　本会議・委員会で審議されます。内容
に賛同する紹介議員（柏市議会議員）の署名ま
たは記名押印が必要です。
●陳情　全議員へ写しを配付しますが、審議は
されません。紹介議員は不要です。
●提出方法　任意の用紙に請願や陳情の件名、
具体的趣旨、説明または理由などをわかりやす
く記載してください。場所を示す場合は地番を
明示し、「図面」を添えてください。
　代表者の住所・電話番号・氏名（署名または
記名押印）を記載の上、議会事務局（本庁舎６階）
へ直接御提出ください。
　※署名簿は、各自が住所・氏名を署名または記名
　　押印してください。
　※随時受け付けておりますが、請願は、定例会ご
　　とに招集日の午後５時を締め切りとしています。

　行政などへの要望を「請願」「陳情」とし

て文書で議会に提出することができます。

請願・陳情の方法

議員提出議案　国へ意見書 本会議最終日、議員提出議案２件を可決し、国に意見書を提出しました。
提出した意見書の内容は、以下のとおりです。
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市民
環境委員会

4月13～15日 総
　務委員会

5月11～13日

建設
経済委員会

5月9～11日

教育
民生委員会4月26～28日

委員会視察委員会視察委員会視察
詳しくは、市議会ホームページ→委員会→「視察報告」をごらんください。

※ ＥＳＤ＝Education	for	Sustainable	Development（持続可能な開発のための教育）の略。環境、経済、社会のバランスの取れた持続可能な社会を実現

　　　　 するために、将来世代と地球全体のことを考え、地域で学び、行動する人づくりや取り組みを行うもの。

◆岡山市では、インターネットを

活用した「電子町内会」を設け、

町会のイベント等のお知らせや、

会員同士の交流に活用し、地域の

課題解決等に取り組んでいる。ま

た、「ＥＳＤ（※）プロジェクト」で

は、公民館や小中学校を中心にさ

まざまな団体がＥＳＤを学び、地

域の課題解決に向けて、主体的な

地域活動へとつなげている。

◆池田市では、全国初の制度とし

て、小学校区を単位とした11の

地域に個人市民税の１％程度の額

の使い道を委ね、各地域が、地域

のためになるよう予算の使い道を

市に提案する地域分権制度に取り

組んでいる。

◆東近江市では、市民出資による

太陽光発電設備から発生する電力

を売電し、地産地消の理念から、

商工会議所などと連携して地域商

品券を出資者に還元している。

　また、「菜の花プロジェクト」

では、菜の花から搾油した菜種油

を家庭や学校給食に活用し、油か

すは肥料、廃食油は回収して、石

けんや軽油代替燃料にリサイクル

し、公用車の燃料とするなど、地

域内で資源が循環する仕組みを構

築している。これらの取り組みに

より、市民の環境意識の向上、地

域の活性化、循環型社会の推進を

図っている。

【視察地・視察項目】

◎岡山市（岡山県）

　電子町内会の取り組み

　岡山ESDプロジェクト

◎池田市（大阪府）

　地域分権の取り組み

◎東近江市（滋賀県）

　東近江SUN讃プロジェクト

　菜の花エコプロジェクト

東近江市　　　　　　　　　　
「あいとうエコプラザ菜の花館」

◆函館市は人口減少による税収

の減少、社会保障関係経費の増大

などの財源不足への対策として

行財政改革プラン２０１２を策定し、

基金の取り崩しなどに依存しな

い財政運営の確立を目標に財政

改革を行っている。主な成果とし

て保育園の民営化、給食調理業務

委託の拡大、中学校の統合などが

実施されている。

◆青森市は以前より青森市成長

戦略本部を設置し、調査を進めて

いた。人口は現在減少傾向にあり、

平成５７年に２０万人、平成９７年に

１０万人、平成１１２年には約７万５千

人まで今後減少すると予測され

ている。総合戦略では３分野で８

つの基本目標、44の施策を設定。

人口維持に主眼を置き、平成８７

年以降の人口を約１８万５千人で安

定させることを目標としている。

◆弘前市は平成２５年に８市町村

の消防本部が統合し、消防の広域

化を実施している。広域化の効果

については、到着時間の短縮や消

防団の初動体制の充実、８市町村

での経費負担による運営経費削

減などの効果が挙げられている。

５年を目途に負担金の按分、署所

の配置人員等の見直し協議があ

り、老朽化した署所の適正移設や

建てかえ、署所の統合も検討して

いくとのこと。

【視察地・視察項目】

◎函館市（北海道）

　函館市行財政改革プラン

　2012

◎青森市（青森県）

　青森市総合戦略

◎弘前市（青森県）

　津軽地域４消防本部の広域化

弘
前
市
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　「
津
軽
地
域
４
消
防
本
部
の

　
　
　
　
広
域
化
視
察
資
料
」

◆札幌市では、平成27年に「新・

札幌市バリアフリー基本構想」の

見直しを行い、バリアフリーの環

境整備に取り組んでいる。地下鉄

やＪＲ駅ではエレベーターの設

置、また、低床バスや福祉タクシ

ーの導入により車両をバリアフリ

ー化している。ほかにも、信号機

や路外駐車場、都市公園のバリア

フリー化が着実に進んでいる。

◆苫小牧市では、事後的な修繕及

びかけかえから、予防的な修繕及

び計画的なかけかえへと政策転換

することなどから、橋梁長寿命化

修繕計画を策定した。事業の効果

としては、平成25年から60年間

で試算すると266億円となり、約

73.5％の縮減効果があると試算さ

れる。

◆千歳市では、農業者による農産

物直売所、農家レストラン、観光

農園が整備されており、それらを

通じグリーンツーリズム事業を行

っている。現在、34カ所、95棟

の関連施設の整備が計画されてい

る。また、個々の農業者の取り組

みを面的、組織的、継続的なもの

とするため、グリーンツーリズム

連絡協議会を結成し、修学旅行の

受け入れ、農業体験ガイドの作成

などの取り組みを行っている。

千
歳
市
「
千
産
千
消
Ｍ
Ａ
Ｐ
」

【視察地・視察項目】

◎札幌市（北海道）

　新・札幌市バリアフリー

　基本構想

◎苫小牧市（北海道）

　橋梁長寿命化修繕計画

◎千歳市（北海道）

　グリーンツーリズム

◆富山市の富山型デイサービスは

平成５年に３人の看護師が開所し

た「デイケアハウスこのゆびとまれ」

において赤ちゃんからお年寄りま

で障害あるなしにかかわらず受け

入れたことから始まり、富山型と呼

ばれるようになった。高齢者、障害

児・者、乳幼児を同じ施設で同時

に処遇する共生ケアである。

◆金沢市は学校教育基本計画の理

念や目指すべき子供像の実現に向

け、知・徳・体の調和のとれた児

童・生徒の育成や金沢に愛着と誇

りを持てる教育を推進するため金

沢型学校教育モデルを構築し、高

い教育水準の確立を目指してい

る。また、図書館４館あるうち、

玉川図書館は、旧専売公社金沢工

場の建物に現代建築を融合させた

建物が特色である。

◆松本市は家庭での子育てを支援

するため４つのこどもプラザを開

設。子育て親子の交流の場と交流

の促進、子育て相談、地域の子育

て関連情報の収集と提供、育児サ

ークル活動の支援、子育て支援に

関する講習の実施などの事業を行

っている。また、病児保育を市内

２カ所の病院で、病後児保育事業

は２カ所のこどもプラザで、休日

保育事業は１カ所のこどもプラザ

で実施している。

【視察地・視察項目】
◎富山市（富山県）
　富山型デイサービス
◎金沢市（石川県）
　学校教育金沢モデル
　玉川図書館
◎松本市（長野県）
　病児・病後児保育、休日保育
　及び子育て支援センター
　「こどもプラザ」

松本市 ｢病後児保育室」
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議会だよりに関する皆さんのご意見をお寄せください。次回の議会だよりの発行は、11月 1日（火）です。

○：賛成、×：反対　　反対には、態度保留、継続等を主張し賛成でない立場を含みます。議長は表決に加わっていません。
各会派の構成（無所属を含む）は下記に掲載しています。

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

2

3

承認

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

可決

可決

賛成35人／反対　0人

賛成34人／反対　1人

賛成35人／反対　0人

賛成24人／反対11人

賛成35人／反対　0人

賛成24人／反対11人

賛成24人／反対11人

賛成35人／反対　0人

賛成24人／反対11人

賛成35人／反対　0人

賛成35人／反対　0人

賛成35人／反対　0人

賛成35人／反対　0人

賛成29人／反対　6人

賛成24人／反対11人

賛成35人／反対　0人

賛成35人／反対　0人

賛成35人／反対　0人

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 ○ ○ × ○ × × × ○ ○ ○

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 ○ ○ × ○ × × × ○ ○ ○

 ○ ○ × ○ × × × ○ ○ ○

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 ○ ○ × ○ × × × ○ ○ ○

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○

 ○ ○ × ○ × × ○ × ○ ○

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分について（柏市税条例等の一部を改正する条例の制定について）

柏市職員自己啓発等休業条例の制定について

柏市児童遊園設置条例の一部を改正する条例の制定について

柏市特定児童福祉施設設備運営基準条例の一部を改正する条例の制定について

柏市放課後児童健全育成事業設備運営基準条例の一部を改正する条例の制定について

柏市幼保連携型認定こども園設備運営基準条例の一部を改正する条例の制定について

柏市地域型保育事業設備運営基準条例の一部を改正する条例の制定について

柏市介護支援サービス手数料条例の一部を改正する条例の制定について

柏市旅館業法施行条例の一部を改正する条例の制定について

財産の取得について（災害対応特殊救急自動車）

財産の取得について（救助工作車Ⅲ型）

財産の取得について（柏市立豊小学校給食用備品）

調停の申立てについて

松戸市ほか９市消防指令事務協議会規約の制定に関する協議について

平成２８年度柏市一般会計補正予算について

柏市固定資産評価員の選任について

公立保育所の直接補助制度を求める意見書について

保育士の処遇の大幅な改善を求める意見書について

市　長　提　出　議　案

■議案の議決結果

結　　果件　　　名
番
号

公明党
７人

日本
共産党
５人

柏清風
1０人

柏愛
倶楽部
4人

市民
サイド・
ネット
3人

護憲
市民会議
2人

無所属
A
1人

無所属
Ｂ
1人

無所属
Ｃ
1人

無所属
Ｄ
1人

（平成28年第２回定例会）

議　員　提　出　議　案

市　長　提　出　議　案

14

15

16

17

採択

採択

採択

採択

採択

　

　

　

1

2

賛成34人／反対　1人

賛成35人／反対　0人

賛成35人／反対　0人

賛成35人／反対　0人

賛成33人／反対　2人

   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×

中原ふれあい防災公園隣接林の公有地化について

公立保育所の直接補助制度を求める意見書について

保育士の処遇の大幅な改善を求める意見書について

就学援助制度の拡充について

　主旨１　入学準備金を入学前の３月に支給する

　主旨２　２０１０年度から新設されたクラブ活動費、生徒会費、

　　　　　ＰＴＡ会費の支給を実施する

■請願の議決結果

結　　果件　　　名
番
号

公明党
７人

日本
共産党
５人

柏清風
1０人

柏愛
倶楽部
4人

市民
サイド・
ネット
3人

護憲
市民会議
2人

無所属
A
1人

無所属
Ｂ
1人

無所属
Ｃ
1人

無所属
Ｄ
1人

主旨

○9
×1

◎：議長　　○：副議長9月定例会の日程（予定）

9月2 日（金）

　8 日（木）

　9 日（金）

12 日（月）

13 日（火）

14 日（水）

15 日（木）

16 日（金）

20 日（火）

　

23 日（金）

招集日

質疑並びに

　　　一般質問

常任委員会

（教育民生・建設経済）

常任委員会

（総務・市民環境）

議案等採決

柏　清　風（１１人）
　代表：山田　一一

公　明　党（７人）
　代表：中島　　俊

日本共産党（５人）
　代表：渡部　和子

柏愛倶楽部（４人）
　代表：永野　正敏

市民サイド・ネット（３人）
　代表：宮田　清子

護憲市民会議（２人）
　代表：本池奈美枝

無　所　属（無所属Ａ）

無　所　属（無所属Ｂ）

無　所　属（無所属Ｃ）

無　所　属（無所属Ｄ）

阿比留義顯　　石井　昭一　　後藤浩一郎
佐藤勝次郎　　助川　忠弘　　円谷　憲人
日暮　栄治　◎古川　隆史　　山内　弘一
山田　一一　　山中　一男

小泉　文子　　小松　幸子　　田中　　晋
○塚本竜太郎　　中島　　俊　　橋口　幸生
林　　伸司

日下みや子　　平野　光一　　武藤美津江
矢澤　英雄　　渡部　和子

岡田　智佳　　永野　正敏　　山下　洋輔
吉田　　進

林　紗絵子　　松本　寛道　　宮田　清子
　　　

末永　康文　　本池奈美枝
　　　　

内田　博紀

上橋　　泉

北村　和之

高松健太郎

■会派名簿

　柏市議会の本会議及び委員会は原則公開
をしています。本会議の傍聴を希望される
方は、本庁舎7階の傍聴席入口にある受付
票に、住所、氏名を記入するだけで傍聴で
きます。また、委員会の傍聴は、本庁舎6
階の議会事務局で受け付けています。

議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か 会　派　名 議　員　名（50音順）

（８）
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